
港湾事業の再評価項目調書
事業名（箇所名） 国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

（水島港 玉島地区）

実 施 箇 所 岡山県倉敷市

該 当 基 準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

主 な 事 業 の 諸 元 岸壁(-12m)、航路・泊地(-12m)、臨港道路、ふ頭用地

事 業 期 間 事業採択 平成20年度 完了 平成2９年度

総 事 業 費 ( 億 円 ) 560 残 事 業 費 ( 億 円 ) 429

目 的 ・ 必 要 性 船舶の大型化に対応するとともに、陸上貨物輸送の効率化を図るため、国際物流タ
ーミナルと臨港道路を整備する。

なお、国際物流ターミナルは、大規模地震発生時の輸送経路を確保するため、耐震
強化岸壁として整備する。

便 益 の 主 な 根 拠 ・船舶の大型化による、海上輸送コスト削減便益
（H30以降予測取扱貨物量：コンテナ貨物（東南アジア航路）=48万トン／年、バ
ルク貨物：15万トン／年）
・臨港道路の自動車交通円滑化便益（臨港道路:計画交通量：20,900台／日）

事 業 全 体 の 基準年度 平成23年度

投 資 効 率 性 B：総便益 1,105 Ｃ：総費用 519 全体Ｂ／Ｃ 2.1
(億円) (億円)

B－Ｃ 586 EIRR(%) 9.1

残事業の投資効率性 B：総便益 1,105 Ｃ：総費用 390 継続Ｂ／Ｃ 2.8
(億円) (億円)

感 度 分 析 事業全体のＢ／Ｃ 残事業のＢ／Ｃ
需 要（-10％～+10％） （1.9～2.3） （2.6～3.1）
建 設 費（+10％～-10％） （1.9～2.4） （2.6～3.2）
建設期間（+10％～-10％） （2.1～2.1） （2.8～2.8）

事 業 の 効 果 等 船舶大型化への対応が可能となり輸送コストが削減されるとともに、水島地区と玉
、 、島地区を結ぶ臨港交通ネットワークが充実することで 港湾物流の時間短縮が図られ

物流コストが低減し利用企業の競争力強化と、我が国経済社会の発展に寄与する。
大規模地震時における緊急物資等の海上輸送経路が確保され、地域住民等の安全・

安心の向上に寄与する。

社会情勢等の変化 ・平成20年12月末、地元自治体及び企業から自転車歩行者道の整備の強い要望。
・平成23年5月末、水島港が国際バルク戦略港湾（穀物、鉄鉱石）に選定。

主な事業の進捗状況 総事業費560億円、既投資額131億円。平成23年度末時点 事業進捗率23％

事業の進捗の見込み 国際物流ターミナルについては、平成25年度に暫定水深で供用予定。
臨港道路は、平成28年度に供用予定。
事業全体は、平成29年度完了予定。

コスト縮減や代替案 ・臨港道路渡河部の橋梁の主桁に細幅箱桁を採用することで約15億円のコスト縮減
立 案 等 の 可 能 性 を図る。

対応方針（原案） 継続

対 応 方 針 理 由 十分な事業の投資効果が確認され、港湾利用者からも早期完成が強く要望されてい
るため。

そ の 他 （その他の指標による評価）
・水島港周辺における物流機能の高度化・効率化が促進され、日本全体の産業競争力

の向上を通じ、企業の新たな投資、新規立地が進み、雇用の確保、税収の増加に寄
与する。

・耐震強化岸壁の整備により、瀬戸内、太平洋側が大規模地震により被災した際のリ
ダンダンシー確保に寄与することが期待される。

・自転車歩行者道の整備により、自転車・歩行者交通に対する安全性の向上及び移動
距離の短縮による利便性の向上が期待される。

・臨港道路の整備により交通量が分散されることから騒音の軽減が期待される。
・移動距離の短縮、交通渋滞の緩和などでＣＯ2、ＮＯｘ及びＳＰＭ等の排出ガスの

低減が期待される。
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平成平成２３２３年年１０１０月月

国土交通省国土交通省 中国地方整備局中国地方整備局

水島水島港港 玉島玉島地区地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備国際物流ターミナル・臨港道路整備事業事業 再再評価評価
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宇野港

岡山港
水島港

１１．事業位置図．事業位置図

水島港は岡山県中西部の高梁川河口に位置する国際拠点港湾であり、鉄鋼、石油
化学及び自動車など多様な産業が立地する水島臨海工業地帯の玄関口として重要な
役割を担っている。

国際拠点港湾
重要港湾

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

水島地区
高
梁
川

玉島地区

国際物流ターミナル

臨港道路

水島港
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２．２．水島水島港港概要概要
水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

玉島地区

【鉄鋼】
JFEスチール(株)

【造船】
(株)サノヤスヒシノ明昌

水島地区

【船舶用プロペラ】
ナカシマプロペラ(株)

【セメント】
宇部三菱セメント(株)

【飼料】
日本農産工業(株)

【産業機械】
住友重機械工業(株)

【鋼板】
JFE鋼板(株)

【穀物サイロ】
瀬戸埠頭(株)

【完成自動車】
三菱自動車工業(株)

【基礎化学品】
三菱ガス化学(株)

【飼料】
西日本飼料(株)
中部飼料(株)

【植物油】
日清オイリオグループ(株)

【穀物サイロ】
パシフィックグレーンセンター(株)

【合成樹脂】
三菱化学(株)

【鉄鋼】
東京製鐵(株)

【化学薬品】
旭化成ケミカルズ(株)

【合成樹脂・ゴム】
日本ゼオン(株)

【石油】
JX日鉱日石エネルギー(株)

【穀物サイロ】
(株)上組

【樹脂・繊維】
(株)クラレ

【火力発電】
中国電力（株）

【チタン材】
日本エアロフォージ(株)

（2012年3月より稼働予定）

・水島臨海工業地帯には２５１の事業所があり、約２．５万人の雇用を生み出している。
・製品出荷額は３兆１２９億円で、岡山県全体の４６％を占める。
・平成23年5月に穀物、鉄鋼に係る国際バルク戦略港湾の選定を受け、更なる港湾機能の高度
化と利用企業の国際競争力強化が期待されている。

（岡山県統計調査課「2009年工業統計調査」より）

凡例

製造業（セメント）

エネルギー

製造業（金属）

製造業（化学）

製造業（造船）

製造業（食品）
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12,691 13,620 14,076 13,144 12,049 12,237

28,540 26,677 27,370 23,254

52,923 51,517 53,216 51,608

40,424
45,134

21,175
28,723

8,459
8,321

7,905 9,168 10,552 11,028

102,059 103,027 104,522 103,149

81,969
89,083

0
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取扱貨物量（千ﾄﾝ）

輸出
輸入
移出
移入

３３．．水島水島港の利用状況港の利用状況①①

取扱貨物の推移

水島港の取扱貨物量は、輸移出入合わせて年間1億トン程度で推移していたが、平成20年秋に発生した世界
的経済危機の影響を受け、平成21年は減少したものの、平成22年は回復傾向。(平成21年取扱貨物量全国7
位で、中四国地域では第1位)

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

出典：港湾統計年報等(H22は速報値)

品目別取扱量(H22速報)

出典：岡山県ヒアリングより

輸出
8,459千トン

その他
8%

鋼材
31%

化学薬品
20%

完成自動車
18%

鉄鋼
9%

非金属鉱物
7%

石油製品
7%

輸入
45,134千トン

とうもろこし 4% その他
28%

原油
35%

鉄鉱石
30%

石炭
14%

石油製品 5%

移出
23,254千トン

石油製品
33%

鋼材
20%

重油
16%

化学薬品
10%

砂利・砂 6%                      

その他
16%

移入
12,237千トン

その他
39%

重油
16%

石灰石
15%

化学薬品
11%原油

10%
石油製品

8%

世界的経済危機の影響で取扱貨
物量は一時的に減少。
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44,613 44,689 50,565 50,885 47,950 54,335

45,472 44,667
46,993 51,229 49,175

56,571

31,993 32,295
31,974

32,660
24,901

33,060
30,410 30,311

35,766 33,840

23,438

30,334152,488 151,962
165,298 168,614

145,464

174,300

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 (年)

(TEU)

輸出 輸入 移出 移入

16,634 12,837 12,150 15,871 18,735 20,470

51,657 53,771 61,891
63,893 54,321 60,387

19,874 20,161
20,907

20,930
24,043

30,013
32,080 36,925
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34,001
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欧米その他 内航フィーダー 内貿

３３．．水島水島港の利用状況港の利用状況②②

コンテナ取扱貨物の推移

コンテナ取扱量は年間150,000ＴＥＵ程度で推移していたが、平成21年は世界的経済危機の影響を受けて減少
した。しかしながら、平成22年には回復し、過去最高値を記録している。

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

8便／週
天敬海運（株）、興亜海運（株）、高
麗海運（株）、汎洲海運（株）、長錦
海運（株）、STX Pan Ocean（株）

韓国航路

便数船社名外貿コンテナ航路

1便／週ワンハイラインズ（株）ベトナム航路

7便／週
神原汽船（株）、民生輪船有限公司、
吉舟船務有限公司

中国航路

1便／週日本海運（株）苫小牧・釧路航路

13便／週
ユニエックス（株）、井本商運（株）、
OOCL（株）、大王海運（株）

神戸港フィーダー

便数船社名内貿コンテナ航路

1便／週南日本汽船（株）沖縄航路

平成23年9月現在 中国地方整備局調べ

過去最高値水島港におけるコンテナ取扱量（外内貿別） 水島港におけるコンテナ取扱量（航路別）

水島港の主な定期コンテナ航路
出典：港湾統計年報等(H22は速報値)

※上記コンテナ取扱量は空コンテナを含む。
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４４．．水島港の課題①水島港の課題①
水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

輸送船舶の大型化が進展するなかで、水島港の公共埠頭は現状で水深10mが最大であり、大型船舶に
対応できない状況となっている。

○船舶の大型化への対応（不足する係留施設、航路・泊地の水深）

船舶の大型化への対応

玉島地区の公共埠頭（水深10m）
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水島港付近には、港湾関連車両を含む大型車が多く通行しているが、高梁川に架かる既設橋梁の歩道幅員
は狭く、自転車、歩行者が安全に渡河できる通行路が不足している。

４４．．水島港の課題②水島港の課題②
水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

生産拠点である水島地区と物流拠点である玉島地区を往来する多くの港湾関連交通は、既存の臨港地区
北側の道路まで迂回が強いられるため、輸送コスト増となっているとともに、交通渋滞の一因にもなっている。

○生産拠点と物流拠点を結ぶアクセスの強化

水島・玉島両地区を結ぶネットワークの強化

○自転車、歩行者等の安全性・利便性の向上

臨港道路
プロジェクト対象施設

2.3km

2.1km

1.6km R430

玉玉島地区島地区
水島地区水島地区

【R2高梁川大橋】【R429霞橋】

【水玉ブリッジライン】

歩道利用状況

自動車混雑状況

自動車混雑状況

高
梁
川

【水玉ブリッジライン】

終点側自動車混雑状況
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４４．．水島港の課題③水島港の課題③
水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

大規模地震発生時への対応

○緊急物資の輸送や避難経路のためのルートの確保

大規模地震発生時においては玉島地区と水島地区が分断されるおそれがあることから、緊急物資の輸送経
路、住民の避難経路の確保が必要とされている。

○大規模地震時の海上輸送機能の確保

水島港における大規模地震時の緊急物資等輸送に対応する耐震強化岸壁は、港湾計画に位置づけられ
ている３バースのうち、整備済は１バースのみであり、不足している状況にある。
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５５．事業の目的．事業の目的

水島港 玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

船舶の大型化に対応した大水深岸壁の整備や、臨港道路
ネットワークの強化により、水島港の総合的な港湾物流機能
を高め、物流コスト縮減を図る。

大規模地震時の海上輸送拠点を確保するとともに、緊急物
資や避難のためのルートの確保を図る。

水島港付近を通行する自動車や歩行者の安全性と利便性の
向上を図る。

1
0



６６．．事業概要事業概要

事業の概要と進捗状況

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

94%1億円16億円17億円泊地(-12m)

92%3億円30億円32億円岸壁(-12m)［耐震］

23%429億円131億円560億円合計

45%11億円9億円20億円ふ頭用地

32%7億円3億円10億円荷役機械
起債

20%287億円70億円356億円臨港道路

2%121億円3億円124億円航路(-12m)
直轄

進捗率
(H23d末)

残事業費
(H23d末)

既投資額
(H23d末)

全体事
業費

施設名事業区分

泊地(-12m）21ha
【直轄】

臨港道路
延長2,564ｍ（うち渡河部1,279ｍ）

【直轄】

航路(-12m）136ha
【直轄】

荷役機械1基
ふ頭用地3.96ha

【起債】

岸壁(-12m）［耐震］
L＝240ｍ【直轄】

水島地区水島地区

玉玉島地区島地区

・平成20年度に事業着手
・平成23年度に道路幅員構成変更等により再評価実施
・平成23年度末時点の全体進捗率は23％の見込み
・平成24年度に岸壁(-12m）整備完了予定

(平成25年度に水深10mで暫定供用予定）
・平成28年度に臨港道路供用予定
・平成29年度に航路・泊地の整備完了予定

(事業全体が完了)

高
梁
川

※端数処理のため、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。

臨港道路標準断面(単位：m）

0.6 0.50.5 0.43.03.53.5

12.5

0.5

車道 車道 自転車
歩行者道

上流側 下流側

1
1



７７．．事業の効果（便益対象貨物の考え方事業の効果（便益対象貨物の考え方 ））

便益を計上する対象貨物

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

・水島港と他港間でフィーダー輸送もしくは陸送されている東南アジア
航路向けコンテナ貨物のうち、水島港からの輸出入に転換する貨物

②他港利用から水島港ダイレクト輸送への転換に
よるコスト削減

・東南アジア航路のコンテナ貨物

・飼肥料関連バルク貨物
①外貿貨物の船舶大型化によるコスト削減

対象貨物本プロジェクト整備による効果

国際物流ターミナル整備による海上輸送コストの削減

国際物流ターミナルの整備により船舶の大型化に対応し、東南アジア航路向けコンテナ貨物、飼
肥料関連貨物の海上輸送コスト削減が図られる。

玉島地区

コンテナ（内貿）
完成自動車（内貿）

穀物類（内貿）
その他バラ貨物（内貿）

コンテナ（外貿）

完成自動車（外貿）

コンテナ（外貿：東南アジア航路）
穀物類（動植物性製造飼肥料）（外貿）

岸壁（-12m）
プロジェクト対象施設

岸壁(-7.5m)

岸壁(-7.5m)

岸壁(-7.5m)

岸壁(-10m)

岸壁(-10m)

1
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水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業７７．．事業の効果（貨物量の推計）事業の効果（貨物量の推計）

東南アジア航路コンテナ取扱量の需要推計

・東南アジア航路のコンテナ貨物を対象に、現在取り扱っている外貿貨物に加え、水島港と他港間の内
航フィーダー輸送もしくは陸上輸送から水島港ダイレクト輸送へ転換される貨物量について推計を行う。
・本プロジェクトにより船舶が大型化して輸送コストが削減されることで、約半数が水島港利用に転換する
ものと推計。

H30推計
Ｈ２２実績
（速報値）

15,392ＴＥＵ

6,775ＴＥＵ

2,223ＴＥＵ

1,086TEU

3,755TEU

1,553TEU

30,490TEU

12,200ＴＥＵ

3,040TEU

2,880ＴＥＵ

5,820ＴＥＵ

6,550TEU

合計

6,540ＴＥＵ

1,500ＴＥＵ

0ＴＥＵ

590ＴＥＵ

610ＴＥＵ

3,840ＴＥＵ

フィーダー輸送からの
転換貨物量

6,730ＴＥＵ

4,590ＴＥＵ

30TEU

750ＴＥＵ

170ＴＥＵ

1,190ＴＥＵ

陸上輸送からの転換
貨物量

17,220ＴＥＵ

6,110ＴＥＵ

3,010ＴＥＵ

1,540ＴＥＵ

5,040ＴＥＵ

1,520ＴＥＵ

鉄鋼・鋼材

その他

化学薬品

合成樹脂

合計

自動車部品

外貿貨物推計貨物量

出典：Ｈ２２実績（速報値）は岡山県ヒアリングによる。
本プロジェクトの供用開始年である平成30年における取扱貨物量は、経済指標、企業ヒアリング及び港湾統計年報の過去5カ年の傾向より需要を推計。

東南アジア航路コンテナ貨物量の需要推計

※上記コンテナ貨物量は空コンテナを除く。

1
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(速報値)

H30
(推計値)

千トン

輸入

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業７７．．事業の効果（貨物量の推計②）事業の効果（貨物量の推計②）

バルク貨物量の需要推計

・本プロジェクト対象施設で取扱う飼肥料関連バルク貨物は、畜産飼料の製造に用いる大豆油かす等の
動植物性製造飼肥料である。
・動植物性製造飼肥料の将来取扱量は経済指標及び企業ヒアリングにより、H22と同程度と推計。

146,697トン

Ｈ２２実績
（速報値）

企業ヒアリングに基づき推計146,000トン動植物性製造飼肥料

備考Ｈ３０推計貨物量

動植物性製造飼肥料取扱量の需要推計

企業ヒアリングより将来的にH22と同程度
で推移すると推計。
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一部シフト

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業７７．．事業の効果（海上輸送コストの削減額）事業の効果（海上輸送コストの削減額）

水島港

東南アジア航路 30,000DWT

他港

1,500DWT

水島港

東南アジア航路 30,000DWT

他港
荷主

水島港

東南アジア航路 25,000DWT

他港

荷主

①小型船によるダイレクト輸送

水島港

東南アジア航路 12,000DWT

北米諸国 30,000DWT

水島港

他港

Without時

水島港

北米諸国 12,000DWT

17千TEU

一部シフト

6.5千TEU 6.7千TEU

146千トン

動植物性製造
飼肥料

30千TEU

②内航フィーダーによる輸送 ③他港への陸上輸送 ④小型船による輸送

東南アジア航路のコンテナ貨物
Without時

飼肥料関連バルク貨物

146千トン

With時

大型船によるダイレクト輸送

With時

大型船による輸送

海上輸送コスト削減便益：１７．７億円／年

※端数処理のため、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。

Without時 小型船によるダイレクト輸送 41.3億円/年
With時 大型船によるダイレクト輸送 35.5億円/年

5.8億円/年

Without時 他港フィーダーを伴う輸送 15.9億円/年
With時 水島港からのダイレクト輸送 13.5億円/年

2.4億円/年

Without時 他港への陸上輸送を伴う輸送 21.4億円/年
With時 水島港を利用したダイレクト輸送 14.6億円/年

6.8億円/年

Without時 小型船による輸送 6.3億円/年
With時 大型船による輸送 3.6億円/年

2.7億円/年

③
輸送コスト削減額

④
輸送コスト削減額

①
輸送コスト削減額

②
輸送コスト削減額

1
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水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業７７．．事業の効果（便益対象交通量の推計）事業の効果（便益対象交通量の推計）

臨港道路の整備効果の算定フロー

水島港周辺の
発生集中交通量の推計

分布交通量の推計

配分交通量の
推計

岡山県全体の交通ネットワークにおける将来交通量需要

・道路交通センサスを基にしたH42ODによる一般交通

水島港の将来の港湾関連交通量需要
・港湾取扱貨物による発生交通量
・工場出入貨物による発生交通量
・通勤による発生交通量
・緑地訪問による発生交通量

港湾関連
ODを補正

With時

臨港道路ありの道路ネットワークで推計

Without時

臨港道路なしの道路ネットワークで推計

With時とWithout時の差を臨港道路整備による自動車交通円滑化効果として算定

①輸送・移動費用便益

②輸送・移動時間費用便益

③事故損失額削減便益

（発生集中交通量
の重複を控除）

1
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水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業７７．．事業の効果（輸送時間の短縮効果の例）事業の効果（輸送時間の短縮効果の例）

臨港道路整備による自動車交通の円滑化効果

臨港道路の整備により高梁川を渡る新たなルートができることで、輸送時間、距離が短縮される。
また、交通量の分散化により、慢性的な渋滞の緩和に寄与する。

移動距離：11.5km
移動時間：23分
（平均移動速度：30km/h）

Without時:迂回路を利用 With時:臨港道路を利用

玉島地区

水島地区

玉島地区

水島地区

【水玉ブリッジ】
交通量：25,900台/日

水島地区で生産される工業製品を玉島地区に輸送する場合、新設する臨港道路を利用することにより、輸送距離、時
間の短縮が図られる。（輸送距離：2.5km、時間：約50%短縮)

高
梁
川

【水玉ブリッジ】
交通量：17,300台/日

【臨港道路】
交通量：20,900台/日

移動距離：9km
移動時間：13分
（平均移動速度：43km/h）

1
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水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業７７．．事業の効果（輸送費用等の削減額）事業の効果（輸送費用等の削減額）

②輸送・移動時間費用便益＝Without時の輸送・移動時間費用 - With時の輸送・移動時間費用
ここで、輸送・移動時間費用(円/年) ＝交通量(台/日)×区間交通所用時間(時)×走行時間費用原単位(円 /時・台)×365(日)

自動車交通円滑効果便益：４４．７億円／年

①輸送・移動費用便益＝Without時の輸送・移動費用 - With時の輸送・移動費用
ここで、輸送・移動費用(円/年)＝交通量(台/日)×区間距離(km)×走行費用原単位(円 /台･km)×365(日)

③事故損失額削減便益＝Without時の事故損失額 - With時の事故損失額
ここで、事故損失額は港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル（平成23年6月）による。

②臨港道路整備による輸送・移動時間費用便益

①臨港道路整備による輸送・移動費用便益

③臨港道路整備による交通事故損失額削減便益

※端数処理のため、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。

Without時 臨港道路未整備時の輸送・移動費用 789.4億円/年 Without時 臨港道路未整備時の事故損失額 162.6億円/年
With時 臨港道路整備時の輸送・移動費用 785.3億円/年 With時 臨港道路整備時の事故損失額 161.8億円/年

4.1億円/年 0.8億円/年

Without時 臨港道路未整備時の輸送・移動時間費用 2,379.4億円/年
With時 臨港道路整備時の輸送・移動時間費用 2,339.6億円/年

39.8億円/年

③
事故損失削減額

②
輸送・移動時間費用削減額

①
輸送・移動費用削減額
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７７．．事業の効果（大規模地震への対応①）事業の効果（大規模地震への対応①） 水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

大規模地震発生時の緊急物資輸送コスト削減効果

耐震強化岸壁整備により、地震発生直後から、水島港を利用した緊急物資（水・食料品等)の
輸送が可能となる。 （地震発生後1ヶ月以内)

大規模地震発生時の緊急物資の輸送コスト削減便益：０．８億円(割引前の50年間の数値）

Without時：被災直後～2日間はヘリコプターによる輸送、被災3日目～1ヶ月後まではトラックにより代替港である境港から水島
港背後地まで輸送される。
With時：水島港まで海上輸送が行われ、そこから背後地までトラックにより輸送される。

※港湾計画上では、水島港内3バースの耐震強化岸壁により概ね10km以内の背後圏（倉敷市、浅口市、里庄町）に緊急物資を輸送する位置づけとなっている。
よって、本プロジェクトでは倉敷市、浅口市、里庄町の全人口(約53万人)のうち3バースの延長アロケを行い、約20万人を対象とした。

→背後圏人口より緊急物資量の算出を行った。(被災直後～2日間：47トン、被災3日目～1ヶ月後：4,000トン)

Without時①：被災直後～2日間
ヘリコプターによる輸送

With時：被災直後～1ヶ月後
水島港からトラックによる輸送

Without時：緊急物資輸送費(被災直後～2日間)＝21百万円／年、緊急物資輸送費(被災3日目～1ヶ月後) ＝88百万円／年
With時：緊急物資輸送費(被災直後～2日間)＝0.2百万円／年、緊急物資輸送費(被災3日目～1ヶ月後) ＝25百万円／年

Without時②：被災3日目～1ヶ月後
代替港からトラックによる輸送

境港

◇輸送距離(往復)：330km
（境港～水島港背後地）

◇被災直後～2日目
緊急物資：47トン

◇被災3日目～1ヶ月後
緊急物資：4千トン

◇輸送距離(往復)：28km
（水島港～水島港背後地）

◇被災直後～1ヶ月後
緊急物資：4千トン

水島港

背後圏(倉敷市、浅口市、里庄町)
対象人口：約20万人

水島港
水島港

背後圏(倉敷市、浅口市、里庄町)
対象人口：約20万人

背後圏(倉敷市、浅口市、里庄町)
対象人口：約20万人
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７７．．事業の効果（大規模地震への対応②）事業の効果（大規模地震への対応②）

大規模地震発生時の一般貨物輸送コスト削減効果

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

耐震強化岸壁整備により地震発生後、長期に渡る復旧期間を必要とせずに水島港を利用した一
般貨物の輸送が可能となる。

大規模地震時の一般貨物の輸送コスト削減便益：１２８．４億円(割引前の50年間の数値）

Without時：代替港である境港からトラックにより水島港背後地まで輸送される。
With時 ：水島港まで海上輸送が行われ、そこから背後地までトラックにより輸送される。
(被災1ヶ月後～1年後：73,260TEU(コンテナ貨物)、133,800トン(バルク貨物)、被災1年後～2年後：79,920TEU（コンテナ貨物）、
146,000トン(バルク貨物))

With時：被災1ヶ月後～2年後
水島港からトラックによる輸送

Without時：一般貨物輸送費(被災1ヶ月後～1年後)＝9,625百万円/年、一般貨物輸送費(被災1年後～2年後) ＝10,500百万円/年
With時：一般貨物輸送費(被災1ヶ月後～1年後) ＝1,827百万円/年、一般貨物輸送費(被災1年後～2年後) ＝1,993百万円/年

Without時：被災1ヶ月後～2年後
代替港からトラックによる輸送

◇被災1ヶ月後～1年後
コンテナ貨物：73千TEU
バルク貨物：134千トン

◇被災1年後～2年後
コンテナ貨物：80千TEU
バルク貨物：146千トン

◇被災1ヶ月後～1年後
コンテナ貨物：73千TEU
バルク貨物：134千万トン

◇被災1年後～2年後
コンテナ貨物：80千TEU
バルク貨物：146千トン

◇輸送距離(往復)
境港～水島港背後地：330km

◇輸送距離(往復)
水島港～水島港背後地：28km

境港

水島港

◇輸送距離(往復)：28km
（水島港～水島港背後地）

水島港

境港

背後圏
(倉敷市、浅口市、里庄町)

背後圏
(倉敷市、浅口市、里庄町)
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７７．．事業の効果（施設被害回避効果）事業の効果（施設被害回避効果）

大規模地震発生時の施設被害回避便益

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

耐震強化岸壁整備により、大規模地震時に岸壁が損壊しないことによる復旧費用の回避が可能
となる。

大規模地震発生時の施設被害回避便益：１８．２億円(割引前の50年間の数値）

Without時：耐震整備を行っていないことから、大規模地震時に対して岸壁は損壊するため、岸壁の復旧費用を要する。
With時 ：耐震整備を行っていることから、大規模地震時に対しても損壊しないため、岸壁の復旧費用は要しない。

Without時：岸壁の復旧については通常2カ年を要することから、岸壁復旧費用を2カ年で等分することで便益の計上を行う。
※岸壁の復旧費用は岸壁整備費のうち耐震強化に必要な部分を除いた部分とする。→2,047百万円

以上より各年で計上する岸壁復旧費用＝2,047百万円／2カ年＝1,024百万円／年となる。
With時 ：岸壁の復旧の必要がないため、復旧費用は計上しない。

震災時に港湾機能を保持

震災時の施設損壊を回避

震災時震災時に港湾機能を保持に港湾機能を保持

震災時の施設損壊を回避震災時の施設損壊を回避

阪神・淡路大震災 被災事例
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７７．．事業の効果（その他の効果）事業の効果（その他の効果）

○産業競争力の強化

・本事業の実施により、水島港周辺における物流機能の高度化・効率化が促進され、日本全体の産業競争力の向上を通じ、
企業の新たな投資、新規立地が進み、雇用の確保、税収の増加に寄与する。

○リダンダンシーの確保

・西日本は、東海・東南海・南海地震等の発生による被災リスクがあるが、津波に関しては、瀬戸内海地域は太平洋側地域に
比べ被害が少ないものと考えられる。そのため、水島港での耐震強化岸壁の整備は、東海・東南海・南海地震等が発生した
場合には、四国等の太平洋側への物資輸送の代替経路となることが期待される。

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

○排出ガスの削減

・船舶の大型化、移動距離の短縮、交通渋滞の緩和などでＣＯ2、ＮＯｘ及びＳＰＭ等の排出ガスの低減が期待される。
（ＣＯ2削減効果：7,600t-c／年（2%)減、ＮＯｘ削減効果：360t／年(7%)減、ＳＰＭ削減効果：6t／年(1%)減）

※数値は海上輸送と陸上交通を合計しており、海上輸送は岸壁(-12m)を利用する船舶のみ、陸上交通は便益対象範囲内の交通を対象としている。

○自転車・歩行者の安全性・利便性の向上

○沿道騒音等の軽減

・既存の水玉ブリッジラインの周辺には病院等が隣接しており、貨物車等の大型車の通行が多いため騒音が問題となっている
が、臨港道路の整備により交通量が２．７万台/日から１．８万台/日に低減されることから騒音の軽減（約３ｄＢ低下）が期待さ
れる。

・自転車歩行者道が整備されることにより、高梁川を渡河する自転車・歩行者の安全性と利便性の向上が図られる。また、自動
車利用からの転換も見込まれることから、環境負荷の削減と健康増進にも寄与することが期待される。

2
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８８．．コスト縮減等の方策コスト縮減等の方策
水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

コスト縮減方策

臨港道路の高梁川に架かる橋梁区間においては、鋼床版から合成床版に変更し、上部工の重
量を減らすことにより、主桁の箱桁断面の幅を縮小することにより、コスト縮減を図る予定。

以上により、約15億円（4％）のコスト縮減を予定。

鋼床版

箱桁

合成床版

細幅箱桁

【イメージ図】

◇細幅箱桁の特徴
上部工に鋼・コンクリートの合成床版を用いることで、
箱桁幅をスリム化し、使用する鋼重量を少なくできる。
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費用対効果分析結果

９９．．投資効果投資効果
水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

感度分析結果（Ｂ／Ｃによる分析）

費用便益分析の結果、
○純現在価値（Ｂ－Ｃ）＝586億円
○費用対便益（Ｂ／Ｃ）＝2.1

となり、十分な投資効果が得られることが確認された。
※端数処理のため、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。
※本表中の額は、平成23年度を基準年とし現在価値化した後のものである。

事業全体 残事業

1,105億円 1,105億円

海上輸送コスト削減便益 291億円 291億円

自動車交通円滑化効果便益 742億円 742億円

大規模地震発生時の物資輸送コスト削減便益 63億円 63億円

大規模地震発生時の施設被害回避便益 9億円 9億円

残存価値 1億円 1億円

519億円 390億円

建設費 493億円 364億円

管理運営費 26 億円 26 億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 2.1 2.8

内容

総便益（Ｂ）

総費用（Ｃ）

-10% +10% -10% +10%

需要量 1.9 2.3 2.6 3.1

事業費 2.4 1.9 3.2 2.6

事業期間 2.1 2.1 2.8 2.8

残事業事業全体
要　　因

(100)

(50)

0

50

100

2008 2013 2018 2023 2028 2033 2038 2043 2048 2053 2058

億円

初期投資・更新投資 管理運営費
便益 残存価値

事業費現在価値 便益現在価値

事業全体における便益

一部供用後の評価期間(50年)事業期間(10年)

便
益

（
Ｂ

）

費
用

（
Ｃ

）

基準年

管理運営費事業費
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１０１０．．今後の対応方針（原案）今後の対応方針（原案）
水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

①事業の必要性等の視点
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

２）事業の投資効果

費用便益費（Ｂ／Ｃ） ＝ 2.1（事業全体） 2.8（残事業）

３）事業の進捗状況

◇総 事 業 費 ： 560億円 （既投資額：131億円）
◇残 事 業 費 ： 429億円
◇事業進捗率 ： 23％ （平成23年度末見込み）

②事業の進捗の見込み

【今後の対応方針（原案）】

上記①、②の各視点により、効果が十分に見込まれると判断でき、港湾利用者からも早期完成が強く要
望されていることから継続が妥当

１．再評価の視点

２．港湾管理者（岡山県）への意見照会結果
◇対応方針（原案）については異存ありません。

水島港の機能強化を図るため、玉島地区における国際物流ターミナル・臨港道路の整備は、本県にとって極めて重要であることから、事業継続は妥
当である。また、公表された事業完了年度である平成２９年度に遅れることなく、整備促進をお願いしたい。

◇平成２０年１２月、地元自治体及び企業から自転車歩行者道の整備の要望を受ける。
◇平成２３年５月、水島港が国際バルク戦略港湾（穀物、鉄鋼）の選定を受ける。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

◇臨港道路渡河部の橋梁の主桁に細幅箱桁を採用することで約15億円のコスト縮減を図る。

◇国際物流ターミナルについては、平成25年度に暫定水深で供用予定。臨港道路は、平成28年度に供用予定。事業全体は、平成29年度完了予定。
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【【参考参考】】 新規採択新規採択時との比較時との比較

備 考

（要因等）

今回評価

（H23再評価）

新規採択時

（H19評価)
事項

2.13.9
費用便益比

（B/C）

貨物需要及び交通需要の見直し、マニュア
ル原単位の見直し、現在価値の基準年変更
（H19→H23）のため

1,105億円1,499億円総便益（B)

上記要因及び現在価値化の基準年変更
（H19→H23）のため

519億円388億円総費用（C)

自転車歩行者道の追加、現地の施工条件等
を踏まえた基礎工、仮設工等の変更、ふ頭
用地整備内容の精査などによるため

560億円470億円
総事業費

（現在価値化前）

平成20年度

～

平成29年度

平成20年度

～

平成29年度

事業期間

※自転車歩行者道を追加

岸壁(-12m）

泊地(-12m）

航路(-12m）

荷役機械

ふ頭用地

臨港道路※

岸壁(-12m）

泊地(-12m）

航路(-12m）

荷役機械

ふ頭用地

臨港道路

事業諸元

水島港玉島地区水島港玉島地区
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業国際物流ターミナル・臨港道路整備事業
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水島港玉島地区国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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【参考資料１】

平成 23 年度

安全

貨幣換算が困難な効果

産業競争力強化 水島港周辺における物流機能の高度化・効率化が促進され、日本全体の産業競争力の
向上を通じ、企業の新たな投資、新規立地が進み、雇用の確保、税収の増加に寄与す
る。

安全 耐震強化岸壁の整備により、瀬戸内、太平洋側が大規模地震により被災した際のリダン
ダンシー確保に寄与することが期待される。貨幣換算が困難な

効果等による評価

環境

対応方針 継続

対応方針理由
十分な事業の投資効果が確認され、港湾利用者からも早期完成が強く要望されているため。

自転車歩行者用道の整備により、自転車・歩行者交通に対する安全性の向上及び移動
距離の短縮による利便性の向上が期待される。

環境 移動距離の短縮、交通渋滞の緩和などでＣＯ2、ＮＯｘ及びＳＰＭ等の排出ガスの低減が
期待される。

評価の観点

コスト縮減や
代替案立案等の可
能性

・臨港道路渡河部の橋梁の主桁に細幅箱桁を採用することで約15億円のコスト縮減を図る。

主な事業の
進捗の見込み

国際物流ターミナルについては、平成25年度に暫定水深で供用予定。
臨港道路は、平成28年度に供用予定。
事業全体については、平成29年度に完成予定。

主な事業の
進捗状況

総事業費560億円、既投資額131億円
平成23年度末時点　事業進捗率23%

社会経済情勢等
の変化

・平成20年12月末、地元自治体及び企業から自転車歩行者道の整備の強い要望。
・平成23年5月末、水島港が国際バルク戦略港湾（穀物、鉄鉱石）に選定。

事業の効果等

　船舶大型化への対応が可能となり輸送コストが削減されるとともに、水島地区と玉島地区を結ぶ臨港交
通ネットワークが充実することで、港湾物流の時間短縮が図られ、物流コストが低減し利用企業の競争力
強化と、我が国経済社会の発展に寄与する。
　大規模地震時における緊急物資等の海上輸送経路が確保され、地域住民等の安全・安心の向上に寄与
する。

～ 2.8 ）2.1 ） （ 2.8建設期間（+10%～-10%） （ 2.1 ～

～ 3.2 ）2.4 ） （ 2.6建 設 費（+10%～-10%） （ 1.9 ～

）2.3 ） （ 2.6
感度分析

事業全体のＢ／Ｃ 残事業のＢ／Ｃ

需　　要（-10%～+10%） （ 1.9 ～ ～ 3.1

EIRR (%) 9.1

残事業の投資効率性 B:総便益(億円) 1,105 C:総費用(億円) 390 継続B/C 2.8

2.1 B-C519 586

総事業費（億円） 560

事業全体の
投資効率性

基準年度 平成 23

B:総便益(億円) 1,105 C:総費用(億円)

便益の主な根拠

船舶の大型化による、海上輸送コスト削減便益
（H30以降予測取扱貨物量：コンテナ貨物（東南アジア航路）=48万トン／年、バルク貨物：15万トン／年
臨港道路の自動車交通円滑化便益
(臨港道路:予測交通量：20,900台／日）

目的・必要性

　船舶の大型化に対応するとともに、陸上貨物輸送の効率化を図るため、国際物流ターミナルと臨港道路
を整備する。
　なお、国際物流ターミナルは、大規模地震発生時の輸送経路を確保するため、耐震強化岸壁として整備
する。

事業期間 事業採択 平成 20

主な事業の諸元

岸壁(-12m)、航路・泊地（-12m)、臨港道路、ふ頭用地

該当基準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

実施箇所

カルテ表示項目

岡山県倉敷市

検索対象都道府県指定（複数可）

　港湾 （　港湾整備事業　） 事業評価カルテ（再評価）

事業
主体

中国地方整備局

担当課長名 松原　裕

事業名(箇所名)
国際物流ターミナル・臨港道路整備事業
（水島港 玉島地区）

担当課 本省港湾局計画課

岡山県

完了 平成 29年度 年度

429

臨港道路の整備により交通量が分散されることから騒音の軽減が期待される。

残事業費(億円)

年度

全体B/C
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資

料
２

－
２

】

便
益

の
現

在
価

値
算

定
表

箇
所

名
：
水

島
港

玉
島

地
区

国
際

物
流

タ
ー

ミ
ナ

ル
・
臨

港
道

路
整

備
事

業

合
　

　
　

計
(億

円
)

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

ト
レ

ー
ラ

ー
①

　
計

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

ト
レ

ー
ラ

ー
②

　
計

全
車

便
益

合
計
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用

車
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小
型

貨
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貨
物

全
  

車
年

次
Ａ

Ｂ
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Ｋ
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Ｌ
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=
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8
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【参考資料４－１】

〔海上輸送コスト削減便益〕

〔海上輸送コスト削減便益〕（Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ）→ 百万円/年

Ⅰ．船舶の大型化によるコンテナ貨物の海上輸送コスト削減便益

20ft 40ft 20ft 40ft

① 年間貨物量(個/年) 7,174 5,023 7,174 5,023 輸出＋輸入＝17,220TEU

② 船型（DWT） 12,000 12,000 25,000 25,000
③ 速力（km/h） 30.2 30.2 35.4 35.4 解説書より
④ 海上輸送距離(km) 4,272 4,272 4,272 4,272 東南アジア航路往復平均距離(片道)
⑤ 1航海あたり片道輸送時間(時間) 141.4 141.4 120.7 120.7 ④/③
⑥ 1航海あたり航行日数(日) 6.0 6.0 6.0 6.0 ⑤/24
⑦ コンテナ1個当たり海上輸送費用（円/個） 75,190 112,760 65,860 98,756 解説書より加重平均
⑧ コンテナ1個当たり海上輸送時間費用（円/時・個 1,480 2,150 1,480 2,150 解説書より加重平均

海上輸送費(百万円) 2,041 2,093 1,754 1,799 (①×⑤×⑧＋①×⑦)/1,000,000

Ⅱ．船舶の大型化によるバルク貨物（飼料）の海上輸送コスト削減便益

備考

① 年間貨物量（トン/年） 輸入=146,000トン
② 船型（DWT）
③ 速力（km/h）
④ 海上輸送距離(km) 北米方面（往復）
⑤ 1航海あたり片道輸送時間(時間) ④/③
⑥ 1航海あたり航行日数(日) ⑤/24

⑦ 1日当たり海上輸送費用(円/日) 解説書より加重平均

⑧ 年間寄港回数(回/年) ①/②

海上輸送費(百万円) (⑥×⑦×⑧)/1,000,000

Ⅲ．内航フィーダー貨物(コンテナ貨物)の輸送効率化による海上輸送コスト削減便益

20ft 40ft 20ft 40ft

① 年間貨物量(個/年) 2,726 1,907 - - 移出＋移入＝6,540TEU

② 船型（DWT） 1,500 1,500 - -
③ 速力（km/h） 26.0 26.0 - - 解説書より

④ 海上輸送距離(km) 220 220 - -
Without時：水島港～近隣港：(片道)
With時：-

⑤ 1航海あたり片道輸送時間(時間) 8.5 8.5 - - ④/③
⑥ 積替倉置時間(時間) 12.0 12.0 - -
⑦ 1航海あたり航行日数(日) 1.0 1.0 - -
⑧ コンテナ1個当たり海上輸送費用（円/個） 20,808 31,220 - - 解説書より加重平均
⑨ コンテナ1個当たり海上輸送時間費用（円/時・個 1,477 2,146 - - 解説書より加重平均

海上輸送費(百万円) 139 143 - - (①×（⑤＋⑥）×⑨＋①×⑧)/1,000,000

⑩ 年間貨物量(個/年) 2,726 1,907 2,726 1,907 移出＋移入＝6,540TEU

⑪ 船型（DWT） 30,000 30,000 25,000 25,000
⑫ 速力（km/h） 36.1 36.1 35.4 35.4 解説書より

⑬ 海上輸送距離(km) 4,048 4,048 4,272 4,272
Without時:近隣港～ホーチミン港(片道)
With時:東南アジア航路往復平均距離（片道）

⑭ 1航海あたり片道輸送時間(時間) 112.1 112.1 120.7 120.7 ⑬/⑫
⑮ 積替倉置時間(時間) 12.0 12.0 - -
⑯ 1航海あたり航行日数(日) 5.0 5.0 6.0 6.0 ⑭/24
⑰ コンテナ1個当たり海上輸送費用（円/個） 53,676 80,486 65,860 98,756 解説書より加重平均
⑱ コンテナ1個当たり海上輸送時間費用（円/時・個 1,477 2,146 1,477 2,146 解説書より加重平均

海上輸送費(百万円) 646 661 666 682 (⑩×(⑭＋⑮)×⑱＋⑩×⑰)/1,000,000

備考

備考

5
359

268

項目
without時 with時

13
627

　　Ⅱ．輸送コスト削減効果便益（百万円）

30,000
29.6

19,284
651.5

28

2,565,000

28

1,722,600

146,000 146,000

without時
項目

with時

581

項目

　国際物流ターミナルの整備により、東南アジア航路向けコンテナ貨物、飼肥料関連貨物（バルク貨物）の海上・陸上輸送が
効率化される。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

　　Ⅰ．輸送コスト削減効果便益（百万円）

1,775

without時 with時

12,000
29.6

19,284
651.5

　　Ⅲ．輸送コスト削減効果便益（百万円） 242
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【参考資料４－１】

Ⅳ．陸上輸送貨物(コンテナ貨物)の輸送効率化による輸送コスト削減便益

20ft 40ft 20ft 40ft

① 年間貨物量(個/年) 2,804 1,963 749 523
Without時：移出+移入=6,730TEU
With時：移出+移入=1,795TEU

② 陸上輸送距離(km) 362 362 28 28
うち一般道路(km) 20 20 28 28
うち高速道路(km) 342 342 - -

③ 陸上輸送費用原単位（円/個） 163,896 230,996 29,970 46,440 解説書より
④ 一般道路陸上輸送速度(km/時) 34.5 34.5 34.5 34.5 解説書より

高速道路陸上輸送速度(km/時) 73.1 73.1 - - 解説書より
⑤ 陸上輸送時間(時間) 5.3 5.3 0.8 0.8 ②/④
⑥ コンテナ1個当たり陸上輸送時間費用（円/時・個 1,378 2,022 1,267 1,883 解説書より加重平均

陸上輸送費(百万円) 480 474 23 25 (①×③＋①×⑤×⑥)/1,000,000

⑦ 年間貨物量(トン/年) - - 輸出＋輸入＝76,920トン

⑧ 陸上輸送距離(km) - - 荷主～水島港　片道(帰り荷あり）
⑨ トラック1台当たりの積載量(トン/台) - -
⑩ トラック1台当たりの陸上輸送費用(円/台) - - 解説書より

陸上輸送費(百万円) - - ⑦/⑨×⑩/1,000,000
⑪ 年間貨物量（個／年） 2,804 1,963 2,804 1,963 輸出＋輸入=6,730TEU
⑫ 船型（DWT） 30,000 30,000 25,000 25,000
⑬ 速力(km/h) 36.1 36.1 35.4 35.4 解説書より

⑭ 海上輸送距離（km） 4,048 4,048 4,272 4,272
Without時:近隣港～ホーチミン港(片道)
With時:東南アジア航路往復平均距離（片道）

⑮ 1航海あたり片道輸送時間(時間) 112.1 112.1 120.7 120.7 ⑭/⑬
⑯ 1航海あたり航行日数(日) 5.0 5.0 6.0 6.0 ⑮/24
⑰ コンテナ1個当たり海上輸送費用（円/個） 53,676 80,486 65,860 98,756 解説書より加重平均
⑱ コンテナ1個当たり海上輸送時間費用（円/時・個 1,378 2,022 1,378 2,022 解説書より加重平均

海上輸送費(百万円) 584 603 651 673 (⑪×⑮×⑱＋⑪×⑰)/1,000,000

備考

Without時：荷主～近隣港
With時：荷主～水島港
往復（帰り荷なし）

14
20

with時

　　Ⅳ．輸送コスト削減効果便益（百万円） 684

22,010
85

項目
without時

76,920
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【参考資料４－２】

〔自動車交通円滑化効果便益〕

〔自動車交通円滑化効果便益〕（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）→ 4,470 百万円/年

Ⅰ．輸送・移動費用削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 562 562 便益対象エリア総延長
② 交通量(台/日) 14,527 14,476
③ 平均走行速度(km/時) 38.4 38.4
④ 総走行台キロ(千台・km/日) 8,164,938 8,136,293
⑤ 輸送・移動費用原単位(円/台・km) 9.00～125.60 9.00～128.40 解説書より

⑥ 輸送・移動費用貨幣価値(百万円/年) 78,936 78,526 ①×②×⑤×365(日)(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

Ⅱ．輸送・移動時間費用削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 562 562 便益対象エリア総延長
② 交通量(台/日) 14,527 14,476
③ 平均走行速度(km/時) 38.4 38.4
④ 総走行台キロ(千台・km/日) 8,164,938 8,136,293
⑤ 輸送・移動時間原単位(円/台・分) 44～62 44～62 解説書より

⑥ 輸送・移動時間費用(百万円/年) 237,936 233,961 ①／③×60(分)×②×⑤×365(日)(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

Ⅲ．交通事故損失額削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 562 562 便益対象エリア総延長
② 係数1 350～2,110 350～2,110
③ 係数2 490～650 490～650
④ 交通量(台/日) 14,527 14,476
⑤ 総走行台キロ(千台・km/日) 8,164,938 8,136,293 解説書：交通事故損失算定式より
⑥ 総通過交差点数(千台・箇所/日) 8,019 7,931 解説書：交通事故損失算定式より

⑦ 交通事故損失貨幣価値(百万円/年) 16,260 16,175 ②×⑤＋③×⑥(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

シミュレーション結果より

　臨港道路の整備により、交通ネットワークにおける輸送・移動時間費用、輸送・移動費用及び交通事故損失額の軽減効
果が発現される。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

項目

　　Ⅱ．輸送・移動時間費用削減（百万円）

　　Ⅰ．輸送・移動費用削減（百万円） 411

シミュレーション結果より

シミュレーション結果より

項目

3,975

項目

　　Ⅲ．交通事故損失削減額（百万円） 85
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【参考資料４－３】

〔大規模地震発生時の緊急物資の輸送コスト削減便益〕

〔大規模地震発生時の緊急物資の輸送コスト削減便益〕（Ⅰ＋Ⅱ）→ 百万円/年

Ⅰ．大規模地震発生時の緊急物資輸送コスト削減便益(被災直後～2日間)

① 背後圏想定被災人口（人）
② 緊急輸送物資（トン）
③ 輸送費用（ヘリコプター）（円/回）
④ 輸送回数（回）
⑤ 輸送時間（ヘリコプター）（時間/回）
⑥ 時間費用原単位（円/トン・時）
⑦ トラックの輸送台数（台）
⑧ トラックの輸送コスト（円）
⑨ トラックの輸送時間（時間）

⑩ 緊急物資輸送費用（百万円）

Ⅱ．大規模地震発生時の緊急物資輸送コスト削減便益(被災3日目～1ヶ月後)

① 背後圏想定被災人口（人）
② 緊急輸送物資（トン）
③ トラックの規格（トン/台）
④ トラックの台数（台）
⑤ 陸上輸送費用原単位（円/台）
⑥ 陸上輸送距離（km：往復）

港湾直背後圏道路（km：往復）
それ以外の道路（km：往復）

⑦ 陸上輸送時間（時間）

⑧ 時間費用原単位（円/トン・時）

⑨ 緊急物資輸送費用（百万円）

204,754

204,754
47

5.6

0.2

84

-

5.6

476

-
-
-

195
16

10,820

40
28
28

16.4

290

1,333 1,333
10,820

330
42,340

4,000 4,000
3 3

204,754

47
1,352,500

16
1.0
195

-

21.0

without時 with時

21.2

　耐震強化岸壁を整備することにより、大規模地震発生後1ヶ月間において、直接被災地域へと緊急物資の輸送が可能とな
り、代替港からの緊急物資輸送コストの削減ができる。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

項目

　　Ⅰ．緊急物資輸送コスト削減便益（百万円）

　　Ⅱ．緊急物資輸送コスト削減便益（百万円）

-
-

without時 with時

204,754

項目

備考

被災直後～2日間
解説書より
②/3
解説書より
解説書より加重平均
②/3
解説書より
直背後20km以内：5km/h、以上：34.5km/h

Without時：（②×⑤×⑥＋③×④）/1,000,000
With時：（②×⑥×⑨＋⑦×⑧）/1,000,000

備考

被災3日目～1ヶ月後
解説書より
②/③
解説書より

Without時:境港～倉敷市役所
With時:境港～倉敷市役所
往復（帰り荷なし）

直背後20km以内：5km/h、以上：34.5km/h

解説書より加重平均
（②×⑦×⑧＋④×⑤）/1,000,00087.7

62.6

476
25.1
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【参考資料４－３】

〔大規模地震発生時の一般貨物の輸送コスト削減便益〕

〔大規模地震発生時の一般貨物の輸送コスト削減便益〕→ 百万円/年

大規模地震発生時の一般貨物の輸送コスト削減便益

Ⅰ．大規模地震発生時の一般貨物輸送コスト削減便益（被災1ヶ月後～1年後)

20ft 40ft 20ft 40ft
① 年間取扱量（個/年） 30,524 21,368 30,524 21,368
② 陸上輸送距離（km：往復） 330 330 28 28

港湾直背後圏道路（km：往復） 204.2 204.2 28 28
それ以外の道路（km：往復） 125.8 125.8 - -

③ 陸上輸送費用原単位（円/台） 131,070 194,340 25,050 38,710
④ 一般道路陸上輸送速度(km/時) 34.5 34.5 34.5 34.5

高速道路陸上輸送速度(km/時) 73.1 73.1 - -
⑤ 陸上輸送時間(時間) 7.6 7.6 0.8 0.8
⑥ ｺﾝﾃﾅ1個当たり陸上輸送時間費用（円/時・個） 1,398 2,048 1,398 2,048
⑦ 高速道路利用料金（円/台） 8,660 8,660 - -

陸上輸送費用（百万円） 4,591 4,672 799 863
⑧ 年間取扱量（トン/年）
⑨ 陸上輸送距離（km：往復）

港湾直背後圏道路（km：往復）
それ以外の道路（km：往復）

⑩ トラックの規格（トン/台）
⑪ トラックの台数（台/年）
⑫ トラック1台当たりの陸上輸送費用(円/台)
⑬ 高速道路利用料金（円/台）

陸上輸送費用（百万円）

1,775 百万円／年

項目 備考
without時 with時

通常時の海上輸送削減便益：Ｂ

通常時発現便益を除いた地震時発現便益：Ｂｅ－Ｂ

大規模地震時の一般貨物輸送削減便益が発現する際には通常時の海上輸送効率化便益（参考資料4-1)は発現しないことか
ら、大規模地震時の一般貨物輸送コスト削減便益から通常時の海上輸送効率化便益を差し引く必要がある。
また、被災後1年～2年後の便益については社会的割引率を1年分考慮して考える。
Ｂｅ＝Ｂ（Ｑ１）　＋　Ｂ（Ｑ２）／（１＋ｉ）

単年度便益

7,798 百万円／年

8,507 百万円／年

362 165

　　Ⅰ．一般貨物輸送費用削減便益（百万円） 7,798

204.2 28
125.8

20
6,690 6,690

8,660 -

14,203

133,800 133,800
330 28

45,400 24,690

-
20

　耐震強化岸壁を整備することにより、大規模地震発生1ヶ月後～2年後において、直接背後地域へと一般貨物の輸送が可能
となり、代替港からの一般貨物輸送コストの削減ができる。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

対象コンテナ貨物量×11/12

Without時:境港～水島港背後地
With時:境港～水島港背後地
往復（帰り荷なし）

14,203 百万円／年

Ⅰ．一般貨物輸送費削減(被災1ヶ月後～1年後(11ヶ月分)：Ｂ（Ｑ１）

Ⅱ．一般貨物輸送費削減(被災1年後～2年後(1年分)：Ｂ（Ｑ２）

社会的割引率：ｉ

一般貨物輸送コスト削減効果：Ｂｅ

解説書より
解説書より

解説書より
②/④
解説書より加重平均
解説書より算定
(①×③＋①×⑤×⑥＋①×⑦)/1,000,000

Without時:境港～水島港背後地
With時:境港～水島港背後地
往復（帰り荷なし）

解説書より
⑧/⑩

対象バルク貨物量×11/12

解説書より
解説書より算定
(⑪×⑫＋⑪×⑬)/1,000,000

0.04

15,977 百万円／年
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【参考資料４－３】

Ⅱ．大規模地震発生時の一般貨物輸送コスト削減便益（被災1年後～2年後)

20ft 40ft 20ft 40ft
① 年間取扱量（個/年） 33,300 23,310 33,300 23,310
② 陸上輸送距離（km：往復） 330 330 28 28

港湾直背後圏道路（km：往復） 204.2 204.2 28 28
それ以外の道路（km：往復） 125.8 125.8 - -

③ 陸上輸送費用原単位（円/台） 131,070 194,340 25,050 38,710
④ 一般道路陸上輸送速度(km/時) 34.5 34.5 34.5 34.5

高速道路陸上輸送速度(km/時) 73.1 73.1 - - 解説書より
⑤ 陸上輸送時間(時間) 7.6 7.6 0.8 0.8
⑥ ｺﾝﾃﾅ1個当たり陸上輸送時間費用（円/時・個） 1,398 2,048 1,398 2,048
⑦ 高速道路利用料金（円/台） 8,660 8,660 - -

陸上輸送費用（百万円） 5,009 5,097 872 941
⑧ 年間取扱量（トン/年）
⑨ 陸上輸送距離（km：往復）

港湾直背後圏道路（km：往復）
それ以外の道路（km：往復）

⑩ トラックの規格（トン/台）
⑪ トラックの台数（台/年）
⑫ トラック1台当たりの陸上輸送費用(円/台)
⑬ 高速道路利用料金（円/台）

陸上輸送費用（百万円）
　　Ⅱ．一般貨物輸送費用削減便益（百万円） 8,507

8,660 -
395 180

7,300 7,300
45,400 24,690

125.8 -
20 20

146,000
330 28

204.2 28

項目
without時 with時

146,000

備考

対象コンテナ貨物量

Without時:境港～水島港背後地
With時:境港～水島港背後地
往復（帰り荷なし）

解説書より

Without時:境港～水島港背後地
With時:境港～水島港背後地
往復（帰り荷なし）

解説書より算定
(①×③＋①×⑤×⑥＋①×⑦)/1,000,000

対象バルク貨物量

解説書より

②/④
解説書より加重平均

解説書より
⑧/⑩
解説書より
解説書より算定
(⑪×⑫＋⑪×⑬)/1,000,000
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【参考資料４－４】

〔大規模地震発生時の施設被害回避便益〕

〔大規模地震発生時の施設被害回避便益〕（Ⅰ）→ 2,008 百万円/年

Ⅰ．大規模地震発生時の施設被害回避便益

without時 with時 備考

① 岸壁(-12m)［耐震］建設費（百万円） 3,071 0

② 岸壁（非耐震部分）建設費（百万円） 2,047 0 ①×2/3

③ 社会的割引率 0.04 -

②/2×②/(2×（1＋③））

　耐震強化岸壁を整備することにより、大規模地震発生時に岸壁が損壊しないことによる復旧費用の回避が期待でき
る。

項目

2,008Ⅰ．施設被害回避便益（百万円/年）

岸壁の復旧期間は2年間要する。
また、被災1年後～2年後の便益については社会的割引率を1年分考慮して考える。
Ｂｒ＝Ｃ／２　×　Ｃ／２（１＋ｉ）
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【参考資料４－５】

〔残存価値〕

〔残存価値〕（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）→ 947 百万円/年

Ⅰ．残存価値（ふ頭用地）
with時 備考

① 用地面積（m2） 39,600

② 地価単価（円/m2） 18,900 玉島地区不動産取引価格

③ 残存価値（百万円） 748 ①×②/1,000,000

748

Ⅱ．残存価値（荷役機械）
with時 備考

① 荷役機械の耐用年数（年） 17

② 50年後の償却年数（年） 16

③ 初期投資費（百万円） 973 デフレータ考慮後

④ 残存価値（百万円） 52 (1-②/①)×0.9×③

52

Ⅲ．残存価値（道路用地）
with時 備考

① 用地面積（m2） 7,800

② 地価単価（円/m2） 18,900 玉島地区不動産取引価格

③ 残存価値（百万円） 147 ①×②/1,000,000

147

 　プロジェクトの供用期間の終了とともに、その時点で残っている資産を残存価値として精算され
ると仮定する。
　本プロジェクトにおいて残存価値を計上できる、ふ頭用地、荷役機械及び道路用地の残存価値を
計上する。

　　Ⅳ．残存価値（百万円）

項　　目

項　　目

　　Ⅰ．残存価値（百万円）

項　　目

　　Ⅱ．残存価値（百万円）
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【参考資料５】

水島港玉島地区国際物流ターミナル・臨港道路整備事業 【再評価】

（１）事業費
 全体事業費

（億円）
 残事業費

（億円）

工事費

岸壁（水深１２m）

 地盤改良工 240  m 4.7 0.0

 基礎工 240  m 2.3 0.0

 本体工 240  m 15.6 0.0

 裏込及び裏埋工 240  m 3.4 0.5

 上部工 240  m 1.4 0.0

 舗装工 240  m 0.6 0.6

 附属工 1  式 2.0 1.4

泊地（水深１２ｍ）

 浚渫工 710,000 m3 16.0 0.8

航路（水深１２ｍ）

 浚渫工 5,112,000 m3 109.0 109.0

臨港道路

橋梁工 2,564 ｍ 305.9 253.0

護岸工 332 ｍ 7.0 7.0

擁壁工 69 ｍ 2.0 2.0

舗装工 30,000 m2 6.8 6.8

浚渫工 210,000 m3 9.7 9.7

荷役機械

荷役機械 1 基 10.2 7.0

ふ頭用地

ふ頭用地 3.96 ha 19.6 10.7

用地費及補償費

 用地費 1  式 1.0 0.4

 補償費 1  式 15.2 10.4

間接経費 27.2 9.5

合計 559.6 428.8
※港湾請負工事積算基準及び類似事業箇所の実績より算出している。

（２）管理運営費
金額

（億円／年）

1式 2.0

※港湾管理者等へのヒアリングにより算出している。

管理運営費

項目  数量 

項目 数量
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水島港玉島地区国際物流ターミナル・臨港道路整備事業

〔岡山県への意見照会と回答〕
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（別紙）

【港湾事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

水島港玉島地区国際物流
ターミナル・臨港道路整備事業

継続

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。
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